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【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】[ 電子工学特論 III]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

樋口 博

【授業目標・教育方針】
マルチメデイア利用において今後益々必要となる通信・放送、動画像伝送（テレビジョン）に関する基礎的事項を修
得する。まず理論的背景について理解を深め、続く応用として、人の聴覚や視覚特性を考慮した音響情報、動画情報
の取扱いについて学習する。

【授業概要】
ラジオやテレビは日常生活になくてはならないものとなってきているが、その技術的背景である無線技術、通信・放
送技術、テレビジョンのしくみと特徴的技術、昨今の話題である地上デジタルテレビについて学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：マルチメデイアシステム工学：大賀寿郎：コロナ社：ISBN-339-00768-4

【メッセージ】
これまで学習してきた電磁気学、電気工学、電子工学などを総動員し、これらがどのように現実に利用されているの
か、この授業を通じて、自ら復習し考え学習していく態度を修得してください。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：30%，期末試験：40%，レポート：30%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：[ 電子工学特論 III]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 4 回 マルチメデイア信号取扱いにお
ける基本的事項

マルチメデイアの概念、関連する物理量、信号の取り
扱い、人の心理現象の定量化法について学習する。

小テスト

第 5 回～第 7 回 音声・音楽信号と人の聴覚・視
覚機能

人の音声と音楽信号、人の聴覚機能、視覚機能につい
て学習し、システム設計における人の感覚の性質への
留意点について学ぶ。

小テスト

第 8 回～第 11 回 音響・画像伝送についてのアナ
ログシステム技術

音響信号のアナログ伝送、無線電話、動画像のアナロ
グ伝送、テレビジョン各技術の基礎を修得する。

小テスト、レポート

第 12 回～第 15 回 GPS 測位におけるデジタルシス
テム

全地球測位システムである GPS について、その原理を
学習し、また GPS 受信機を用いた演習を通じて、測位
精度や利用限界などを体験的に学習する。

実習とレポート
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